
平
成
二
十
七
年
度

小
学
校
教
員
資
格
認
定
試
験

教
職
に
関
す
る
科
目
（II）

国    

語

◇Ｍ２ （４７０－１２） 

注
意
事
項

受驗者は、左
記注意事項による
こと。 それ以外
の注意事
項は試験実施大学
の指示
による
こと。 

一 、試験監督者
の
「始め。」の合
図があるま
で、
この問題冊子を開
いては
いけません。 

実施大学名
氏名
受
験番号
受
験
科目を平成
十七
年
度
一域１
稚
園
小学校
教
員
资
格認
定試
験
解答カー

ト ’  

Ｌ ＿

量下
那答カ
ー
ド
i  い

う
、．：； の
指定された
柵に

記入して
ください

三、受験番
号、受験科目を
マークし
てくださ
い。

ただし
、受験科目
のマークに
ついては、小学校
の欄に
マークし
てくださ
い。

四、解答カ
ード
の中
で特
に受験番号、受験科目
の調
の記入及び
マー
クを間違え
ると失格にな
るので注意し
てください。 

五、解答は
、す
べて解答
カード
の解答欄に
マーク
で記入し
てくださ
い。、問題冊子に答えを書
いても無効
です。

六、
マークは必ず
鉛筆を使用し
て、枠内
にきちんと記
入し
てくださ
い。

訂正す
る時
は、消しゴ
ムで完全に消し
てくださ
い。 また、解答カードを曲げたり折
った
りし
ては
いけません。

解
答
カ
ー
ド
が
汚
れ
た
場
合
や
折
れ
てし
ま
った
場
合
は
、
試
験
監
督
者
に解
答
カ
ー
ド
の交
換
を
申
し出
てく
だ
さ
い
。

七
、
こ
の試
験
の解答
時
間
は
、 ｆ始
め
。」の合
図
が
あ
ってか
⊠．り一’피(：’）,一一一です

。

八、
試
験
が終
わ
るま
で退
室
でき
ま
せ
ん
。

・f儿、試験監
督者
の
「やめ。.一の合図があ
ったら、直
ちにや
めてＶださ
い。

十
、
下
書
き
に
は
問
題
冊
子
の余
白
を
使
用し
て
くだ
さ
い。

十
一、試験終了後、問題
冊子を必ず持ち帰
ってＶださ
い。 

問
題

ｉ 
十
ぺ
ｌ 
ジ



※以下
の問い
にお
い
て、
『小学校学
習指導要
領
（国語）』とは、
「『小学校
学習指導
要領一（平
成
二十年文
部科学
省告
示第
二十
七号）第２章
第
１節
国
語」を言

う
ｏ 

◇Ｍ２ （４７０－１３） 

問

次の
文は
不学校学
習指導要領
面
語
この
最１ 
学
年及び第２ 
学
年
ｉ

ｉ ’  

中の
空
欄「１ 
Ａ 

か
ら口Ｄ

に
入る
語の
組合せ
として正しい
もの
を

目標」にお
いて(1)
に示され
ている
「話す
こと
・ 聞くこと」の目標である。 文

後
のアから
ェの中から
一 つ選ん
で記号
で答
えな
さい。 

相手に応じ、 
－

などに
ついて、事柄
の
－

を考えながら語す能力、大事な
ことを落とさな
いよう
に聞く能力、 
－

に沿
って話

し合う能力を身
に付け
させ
るとともに、 
ｍ

話したり聞
いたりしようとす
る態度を育
てる。 

Ａ

ア
身近
なこと

イ
調
べた
こと

ウ
身
近
な
こ
と

Ｈ 
調
べた
こと

筋  順  順  筋 Ｂ
道  序  序  道

計  話  計  話 Ｃ
画  題  画  題

Ｄ 
工夫し
て

進ん
で

進ん
で

工夫し
て



問

次の
文は
不学校
学習指
導
要領
面語
この
第３ 
学年及び
第４ 
学年
ｉ
2

中の
空
相的口Ａ 

か
ら口Ｆ

に
入る語の
組合せ
として正しい
もの
を

内容」におけ
る
「Ｃ 
読
む
こと」の(2)
に例示さ
れ
ている言語活動
であ
る。 文

後
のアから
工の中
から
一 つ選
んで記
号で答
えなさ
い。 

・－

 や詩を読
み、 
－

を述
べ合う
こと。

・－

 や報告
の文章、図鑑や
－

 などを読
んで利用す
る
こと。

・－

 し
たい本を取り上げ
て説明す
る
こと。

・ 必要
な －

 を得
るため
に’ 読んだ内容
に関連
した
他の本や文章など
を読む
こと。 

◇ Ｍ２ （４７０－１４） 

Ａ 

ア
小
説

イ
物
語

ウ
小
説

工
物
語

感  感  意  意 Ｂ
想  想  見  見

記  評  記  評 Ｃ
録  論  録  論

事  事  辞  辞 Ｄ
典  典  典  典

紹  紹  朗  朗 Ｅ
介  介  読  読

情  記  記  惜 Ｆ
報  事  事  報

問
三 
『小学校学
習指導
要領
（国語）ａにおけ
る
〔第
５学年
及び第
６学年一の
「２

이
を
、
次
の
アか
ら
工
の中
か
ら
一 つ選
ん
で
記
号
で答
え
な
さ
い
。 

内容
ｔ おける
ｉ
書
くこ． 
と
＿の（２） に
例示
さ
れてい
る言語活
動に

含 ｌ  

ま
れ
ない
も

工  ウ  イ   ア
自
分の課題
に
ついて調
べ、意見を記述し
た文章や
活動
を報告した文章
など
を書
いた
り編集
したりす
ること。

目的
に合わ
せて依頼状、案内状、礼状など
の手紙
を書
Ｖこと。

事物
のよさを多く
の人
に伝え
るための文章
を書
Ｖこと。

経験し
たこと、想像した
ことなどを基
に、詩
や短
歌、俳句
を
つく
った
り、物
語や随
筆などを
書いたりす
る
こと。 



間四
一「小学校学習指導
要領
（国語）』における
〔第
１学年及び
第
２学年〕の
「２ 
内容」におけ
る
「Ａ 
話す
こと
,聞く

こと」の(2)
に例
示され
ている言語活動
の記

述とし
て正し
いも
のを
、次
のアから
ェの中から
一つ選ん
で記号
で答えなさ
い。 

◇Ｍ２ （４７０－１５） 

工  ウ  イ   ア

学級全体
で話
し合
って考えをまとめたり、意見を述
べ合
つたりする
こと。

話
の中心
に気
を付
けて聞き、質問をしたり感想
を述
べたりす
ること。

互
いの考
えの共通点や相違点を考え、司会や提案など
の役割を果たしながら、進行に沿
って話し合
うこと。 

知らせた
いことなどに
ついて身
近な人に紹介したり、それを聞
いたりす
ること。 

問五
次の
文章は
不学
校
学習指
導要領解
説
国語編
』

平
成
十年八
月
文部科学省＿の
震１ 
章
総説
３ 

おけ
る記述
の
一 節
であ
る。 文中
の空
細

なさ
い。 

「ｌ 
Ａ 

か
ら口Ｄ 

に
入
る語の
組合せ
として正しい
もの
を

国語科改訂
の要点 
(2)学習過程

の明確化.一に

後
のアから
工の中
から
一 つ選ん
で記号
で答
え

自
ら
学び
、
課題
を解
決
し
て
いく能
力
の育
成
を
重
視
し
、
指
導
事
項
に
つい
ては
学
習
過
程
を
明
確
化
し
た
。 例
えば
、
「善
く
こ
と」では
、
書
く
こと
の
「
시

」
 

を決め
る指導事項
や、
書いたも
のを
－

す
る指導事項などを新設し、学習過程全体が分
かるよう
に内容
を描成し
て
いる。 「読む
こと」では、音読

や解釈、 
］

 の形成
及び
交流
、目的に応じた
－

と
いう学習過程を
示し
ている。 

一３ － 

Ａ 

ア
課
題

イ
主
題

ウ
課
題

工
主
題

評  評  交  交 Ｂ
価  価  流  流

ｃ
自分
の考え

作者
の考え

作者
の考え

自
分
の考え

朗  朗  読  読 Ｄ
読  読  書  書



工   ウ   イ   ア
２００ ８０  ８０  １６０ Ａ 

象  会  象  会 Ｂ
形  意  形  意

形 指  指  形 Ｃ
声  事  事  声

表  表  表  表 Ｄ
音  音  意  意

第
１学年
では、漢字に対す
る興味
や関心、字
形に関す
る意識
などを養
いなが
ら、
学年に配
当されている 「
一－」
宇
の漢字
を読め
るよう
にす
る。 第

１学年
の配当漢字には、 
ｍ

 文字や －

 文字
が多
く含
まれ
ているので、漢宇
の字
形と具体的
な事物
（実物や
絵など）とを結び
付け
るなど
の

指導を
工夫．し、漢字
が
－

 文字
であ
ることを意識し
なが
ら、藏章
一・に対す
る興味
や関心
を高
められ
るよう
にす
る。 

問七
次
の文章
は、
一「小学校学習指導要領解
説
国語編』（平成
二十年一八月、文部科学
・省）におけ
る
「第
３章
各
学年
の目標
と内
容

２学
年」の
〔伝
統的
な言
語
文化
と
国語
の特
質
に
関
す
る事
項〕の
う
ち、
「ウ 
文
字
に
関
す
る事
項」の
（イ）に
つい
て
の
記述
の

－

 から －

 に入る語
の組合
せとし
て正しいも
のを、後
のアから
ェの中か
ら
一 つ選
んで記号で答え
なさ
い。 

－４ － 

第
１節
第
１学年
及び第

一 節
で
あ
る。 文
中
の空
細

工  ウ   イ   ア

〔第一学年及び
第
２学年］－昔話
や神話
・ 伝承など
の本
や文章
の読
み聞
かせを聞
いた
り、
発表
し合
ったりす
る
こと。

〔第３学年及び第
４学年］－親
しみやす
い古文
や漢
文、
近代
以降
の文語
調の文章
に
ついて、内容
の大体
を知り、普
読す
る
こと。 

〔第３学年及び
第
４学年］－
長い聞使
われ
てきた
ことわざ
や観
用句、故事成
語など
の意味
を知
り、使
うこと。

〔第
５学
年及び
第
６学年］－古典
に
ついて解
説した文章
を読
み、昔
の人
のも
のの見方や感
じ方を知
ること。 

問六 ． 『小学校
学習指導
要領
（国語）』の各学年
にお
ける
〔伝統的な言語文化
と国語の特質
に関す
る事
項〕の(1)の
「ア

ている内容
とし
て、회

を、次
のアから
ェの中
から
一 つ選ん
で記号
で答
えなさ
い。 

伝統的な言語文化に
関する事項
ｉ示
され

◇Ｍ２ （４７０－１６） 



問
八
不
学
校学習指
導要領
（国語）」]の
〔第
１学年及び
第２学年〕の
「２ 
内容」におけ
る
〔伝統
的な言
語文化
と国語
の特
質に
関す
る事項）の
「(1) 
イ
言葉
の特

徴
や
き
ま
り
に
関す
る
事
項
」に
示
さ
れ
て
い
る内
容
と
し
て
正し
いも
のを
、
次
の
ア
から
ェ
の中
か
ら
一 つ選
ん
で記
号
で答
え
なさ
い
。 

◇Ｍ２ （４７０－１７） 

工  ウ   イ   ア
文や
文章
には
いろ
いろな構成があ
ることに
ついて理解す
ること。

指
示語や接続
語が文と文と
の意味
の
つなが
りに果たす役割を
理解し、使う
こと。 

修飾
と被修飾
と
の関係など、文
の構成
に
ついて初歩的な
理解をも
つこと。

文
の中におけ
る主語と述語と
の関係
に注意す
る
こと。 

問九
一不
学
校学習指
導要領
（国語）』の
（第
３学年
及び
第４学年一の「２ 
内容」におけ
る
〔伝統
的な言
語文
化と国語
の特
質
に関す
る事項〕の
「(1) 
ウ
文字に関

す
る事
項」に示され
ている内容と
して正し
いも
のを、次
のアか
ら
ェの中
から
一つ選んで記
号で答
えなさ
い。 

工   ウ   イ   ア
漢字
の
へん、
つくりなど
の構成
に
ついての知識をも
つこと。

第
２学年ま
でに学習した常用漢字
に加
え、
その他
の常
用漢字
の大体を読む
こと。

平仮
名及び
片仮名を読
み、書
くこと。 また
、片仮名
で書
く語の種類を知
り、文
や文章
の中
で使
う
こと。

第
４学年
にお
いては、
日常使
われ
ている簡
単な単語
に
ついて、
ロー
マ字
で表
記された
ものを読
み、
また
、
ロー
マ宇
で書く
こと。 

問十 
『小学
校学習指導要領
（国語）ｆ の
〔第
５学年
及び第
６学年〕の
「２ 
内容」におけ
る
〔伝統的
な言語文化
と国語
の特
質に関す
る事項〕の
「(2)書
写に関す
る次

の事
項に
ついて指導す
る。」に示さ
れている内容
とし
て正しいものを、次
のアから
ェの中か
ら
一つ選んで記号で答
えなさ
い。 

エ  ウ   イ   ア
点
画
の長短や方向、接
し方や交
わり方
など
に注意し
て、筆順に従
って文字
を正しく書
くこと。 

姿勢
や筆記具
の持ち方
を正し
Ｖし、文字
の形に注意
しながら、
丁寧
に書
くこと。

毛筆
を使用し
て、穂先
の動き
と点
画の
つながりを意識
して書
く
こと。

点
画
の種類を理解す
るととも
に、毛筆
を使
用し
て筆
圧などに注意し
て審
くこと。 



問十

次の
文章を読んで
後の
問いに
答えな
さい

研究者は
なが
らく、
みず
から
の知的努力を
一つの専門領域
に限り、專門外
の領域に対し
て発言す
るのは越権とし
てみず
からに禁ず
る
ことをよしと

い                               

ｕ

し
てきた。 裏返し
ていえば
、他
の領域から
の意見を専門外
のも
のとし
て、受け容れようとしなか
った。 そし
て複合的
な判
断が必要な
ことがら
に
つい

し
り
ｆ

ての発言は
、それを
「非科学的」と斥け
てきた。 それが研究者
の
「美德」とされ
てきた。

専門家が
「特殊
な素
스
（小林傳司） でしかありえなＶな
った現代、科学者
には
その逆
の知的努力がもとめら
れている。 状
況
の金体
に目配りし
つ
つそ

の
つど
の状、況
のな
かで何が
いちばん大事かを見
通せること、複合的な
要因
によ
って発生し
ている問題
の解決
のた
めに幾重
もの取り組
み体制
のデザ
イ

ンが
でき
る
ことだ
。 
－

は、専門
分野でのイノベーシ
ョンだけ
でなく、社会全体
でなす
そう
した判断
に
こそ寄
与しなければ
ならな
い。 ト
ラン

スサ
イ
エンス的な
ことがら
に
ついては、専門科学者
の論争
に決着が
つＶ前
に
一般人が議論
に加われ
るよう議論を
開いておく
こと、それがプ
ー:一の資任

と
いうも
のである。 じ
っさ
い、事故が起
こ
ってか
らでは
「 －

 .一とし
て
の手晩も
かかせな
いのだ
から。

大
災
害
、
河
川
の決
壊
、
列
車
事
故
、
テ
ロ攻
擊
な
ど
への備
え
、
さ
ら
に
はオ
ゾ
ン一層破
壊
や
感
染
症
対
策
な
ど
も視
野
に
入
れ
る
と、
完
全
な
リ
スク
回避
と
いう
の

ｃｌ

はあり
えない。 それに完全を期
せば、法外
というか底な
しの経費がか
かるし、他方
、待
つたなしで対策
を打
たねば
ならな
い課題はほか
にも無数
にあ

り
、財政
バラン
スから言
っても、ど
こかで見切りを
つけると
いう
ことがどうしても必
要になる。 仮
にもし、ある災書
や事故
の発生確率と
それ
による

被審
の規模
を、関連
の研究
者たちが
「科学者
の合意」とし
て算出し
えた
にしても、それ
で事
が片づく
わけ
ではな
い。
一 定期間内
の確率とし
ては
かなり

低
い数字
が示さ
れたと
し
ても、だ
からリ
スクはな
いに等し
いと割り切
って他
の施策
に予算を
回す
のか、逆に、かな
り低
いと
はいえリ
スクがあ
る以

上
、
安
全
対
策
は
欠
か
せ
な
いと
考
え
て相
当
の
予算
を
充
て
る
のか
は、
別
の判
断
で
あ
る
。 そ
し
て
こ
の判
断
を
ま
か
せ
ら
れ
る
「専
門
家
」は
いな
い。

（驚
田描
一 一『暫学
の使
い方』による。
一 部
の表記を改め
た。） 

◇ Ｍ２ （４７０－１８） －６ － 

本文中の
空
細「１ 
Ａ 

とr1 
Ｂ

に
入る言葉の
組合せ
として
最
も
適
当なもの
を
次のアか
らイの
中か
ら
つ
選んで
記号で
答えなさい

イ   ア
Ａ  Ａ 

専
門
家

科学者

Ｂ   Ｂ 
科学者

専門家



問十

問十
文章中の
傍線部Ｃ 
震
外一の
意
味
を説明し
た
もの
として
最も適切な
もの
を
次のアか
ら工の
中か
ら
つ
選んで
記号で
答えなさい

工   ウ   イ   ア

思
いも
よ
ら
な
い
こと
。

人
の守
るべき道からはず
れ
ていること。 

法
にはず
れる
こと。

程度を
こえる
こと。 

０Ｍ２ （４７０－１９） 

問十

問十
の
文章に
付ける小
見出し
として
最も適切な
ものは
どれか

０ 

次の
アか
ら工の
中か
ら
つ
選んで
記
号で
答えなさい

ア
專
門
主
義
を
超
え
て

イ
教
養
と
し
て
の哲
学

ウ
哲学
の存在
理由

Ｉ
研究者
への道

７ 



工  ウ   イ   ア
危
一険な
旅
への警
戒
感
が
や
ま
ず

自
分
の気持ちを表現した
いと
いう
思いがや
まず

旅
に出た
いと
いう思
いがやまず

心
を
洗
いた
いと
いう
思
いが
や
まず

右の
文章の
傍
線部の－・
標
泊の
おも
ひやまず
＿の
意味とし
て
最も適切なもの
を
次のアか
ら工の
中か
ら
つ
選んで
記号で
答えなさい

８－ 

間十四
次の
文
章を読んで
後の
問
いに
使

ｉ コ

え
なさい

◇Ｍ２ （４７０－２０） 



問十
五
問十
四の文章中
の空
欄
－

 に入
る旬とし
て最も適切なものを、次
のアから
ェの中
から
一 つ選ん
で記号
で答
えな
さい。

ア
あ
ら
た
ふ
と
書::葉
一石葉
の
日
の
光

〇な

イ
車
の戸
も住
み替
はる代一そ離
の家

一9
1)

ウ
早苗と
る手
もとや昔
し
のぶ摺

つは
も
の

工
夏
草
や
兵
ど
もが
夢
の跡

◇Ｍ２ （４７０－２１） 



問十六
次の
漢
持
t
言絶
旬
i
読んで
後の
問いに
答えなさ
い

なお
設問の
都合で
訓点を
省
略し
たとこ
ろ
が
ある

◇Ｍ２ （４７０－２２〕

Ａ 
休
  

道  

他
  

郷
  

多
  

苦
  

幸

’設離

継
  

右
一 

友
 

ぉ部
かラ
相
 

回

・一一一い   

〇
    

二  

い
ツ
レ
パ
     

－」と
シ
   

ノ

集
  

扉
  

晩
  

出
  

箱
  

如
レ
雪

－
  

＜
’’一一,        

一一/   

ハ

、
ン

た
せ
９
９

君
  

汲
二 
川
  

流
一  
我
  

拾
レ

薪

（一一’違
思
楼
詩
鈔
』に
よ
る
。 
一部
表
記
を
改
めた
。）

（注） 
広瀬淡窓１
江戸後期
の儒者
・ 漢
詩人
・ 教
育者
（ 一七一ハニ－ 一 八五六）。     

桂
林荘一
広瀬淡窓
の家塾。 全
国から多く
の塾生が集
った。

同袍－
 一 枚

の:相
（綿
入れ）を共用するような親し
い友。     

柴
扉一
粗末な一－F=,。 

－１０－ 

傍線部
Ａ
「体道他
郷多
普幸」の書き下し文とし
て最も適切なも
のを、次
のアから
ェの中か
ら
一 つ選
んで記
号で答えなさ
い。

た
だ

ア
道
に体
む
他
郷
多
:普率

の
み

い   

や

イ
道
ふを休
めよ
他郷苦
辛多しと

や

ウ
道
を
他
郷
に
体
む
るは
苦
辛
多
け
れ
ば
な
り

い
   

や

工
道
ふ
を体
む
他
郷
苦
辛
多
か
ら
ん



間十
七
問十
六の漢詩中
の空
欄国
に
入る文字とし
て最も適切なも
のを、次
のアから
工の中から
一つ選ん
で記号
で答
えなさい。

ア
親

イ
和

ウ
寝

工
語

◇Ｍ２ （４７０－２３） 

問十八
問十六の
漢
詩の
内容
を説明し
たもの
として
最
も適切なもの
を
次のアか
ら工の
中か
ら
つ
選んで
記号で
答え
なさい

エ  ウ   イ   ア

作
者
淡
窓
は
、

作
者
淡
窓
は
、

作
者
淡
窓
は
、

作
者
淡
窓
は
、 他

郷で
の学問に挫折した塾生たちに対し、外
の世界に目を転じ
ること
で気分を
一 新させ、現状を打開す
るよう願
っている。 

他
郷で
の学問に意気込む塾生たちに対し、時
には体息を兼ねた野外活動により、友人相
互の交流を深
めるよう願
っている。 

更
な
る
学
問
のた
め
他
郷
へ出
立
し
よ
う
と
す
る
塾
生
に
対
し
、は概
が
詩
を贈
る
こと
で前途
が輝
か
し
いも
のと
な
るよ
う
願
っ
てい
る
。 

故
郷
を
離
れ
て集
う
塾
生
た
ち
に
対
し
、
友
人
相
互
に
喜び
も
苦
し
みも
分
か
ち
合
いな
が
ら
自
己
の修
養
に努
め
励
む
よ
う
願
って
い
る。 

１１ －

問十九
次の
各
文の
うち
現代
日本語の
表記に
関する
記述として正しい
ものは
どれか
次のアか
ら工の
中か
ら
つ
選んで
記号で
答えなさい

ア 
「現代仮名造
い」（昭和
六十
一 年七
月
一 日内閣告
示第
一 号）にお
い
て助
詞
の
「を」を
「を」と書
Ｖよう定
めて
いるのは、表
記
の慣
習を尊重
した
た
め
であ

る。
イ
「ロー
マ宇
の
つづり方」（昭和
二十
九年十
二月九日内
閣告
示第
一 号）の第
一表
においては、
「ふ」を
「ｆｕ」と審くよう定め
ている。

ウ 
「ロー
マ字
の
つづ
り方」（昭和
二十
九年十
二月九目内
閣告
示第
一 号） の
「そえがき」の４に示された方式
によると、
「お父さ
ん」と
いう語はオ列長音を含

む
た
め
「ｏｔｏｕｓ畫
」と
書
く
の
が
正
し
い。

工 
「現代仮名造
い」（昭和六十
一 年七
月
一 日内
開告
示第
一 号）にお
いて
一 部
の語を
「ち’ち
む、いち’ち
るし
い、
ちぢ
れ
る」のよう
に書
くよ
う定め
て
いる
の

は、 これらが
「同音
の連
呼によ
って生じた
「ぢ」」という条件に該当するから
であ
る。 



１２ 

工  ウ  イ   ア

な

か

        

ｌ

今
朝
か
ら
お
順
が
ご
ろご
ろ鳴
っ
てい
る。

わ

,
．
－

.          

ｌ

父
の大事な茶碗が
こなご
なに壊
れ
ている。

ほら、変な男が
こ
っち
をじろじろ최

よ。 

山
田なら今、校솜
の周
りを割

よ。 

問
二十
次
の傍
線
部
「～
て
い
る」の中
に
は
、
「あ
れ
、

から
一つ選ん
で記号
で答
えなさい。 

いつの
間にかセー
ター
に
穴が

開 ｌ  

いてい
る
二の
ｉてい
る
ｉ同じ
用法の
もの
が
ある０ 

それ
をアか
ら
工の
中

◇Ｍ２ （４７０－２４） 


